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ふりがな  こおりやましけんせつこうつうぶどうろけんせつか 
応募者名  郡山市建設交通部道路建設課 
ふりがな  こおりやまえきひがしぐちせいびじぎょう 

事業の名称  郡山駅東口整備事業 
ふりがな  こおりやまし 
事業主体  郡山市 
ふりがな  ふくしまけんこおりやまし 

実施都市名  福島県郡山市 

事業概要 
（400字以内） 

郡山駅東西自由通路の昇降施設は階段のみで、その階段も急であったため、高齢者には大変利用しづらく、車
いすやベビーカーを使用する方は利用することができなかった。そのため、長きにわたり市民から昇降施設の改善
が求められてきた。 

本事業は、高齢者や障がい者を含めたすべての人が、安全で快適に郡山駅東西地域を自由に行き交うことが
できる環境を整備するため、昇降設備（エレベーター・エスカレーター）をはじめとする歩行支援施設の整備を行っ
た。また、併せて駐輪場の整備を行い、公共交通機関の利用を促すパークアンドライドやサイクルアンドライドの推
進を行うなど、本整備により鉄道交通と道路交通の交通結節点としての機能強化を図ることで、駅前広場としての
機能向上及び郡山駅東口利用者の利便性の向上を図った。 

 

事業規模 
○事業延長：通路部60ｍ 建屋部383.87㎡ ○幅員：4.5ｍ（通路部） 

○事業費：約870百万円 ○事業期間：平成２７年度～平成２９年度 

事業の目的 
 すべての人が、安全で快適に郡山駅東西地域を行き交うことができる環境を整備するため、郡山駅東口に歩行
支援施設（エレベーター、エスカレーター）の整備を行った。また、交通結節点としての機能強化を図るために、駐
輪場等の整備を行った。 

事業効果 
（効果一覧を参考に 
具体的な効果を記入） 

・郡山駅東西自由通路の利用者数が、整備前に比べ４割増加した。また、以前は利用できなかった車いすでの利
用者も増加している。 
・高速バスや送迎バス等の発着が増加しており、交通結節点としての機能強化が図られている。 

地元対応等 
 ・地域住民との協働等 
 ・合意形成等を図ったか 
 ・地域に配慮した点 

・地域住民からの要望により、エレベーター・エスカレーターの設置を行った。施工時に地元説明会を行い、整備方
針について合意形成を図った。 
・地域から防犯上の不安が上がったことから、防犯ブザー及び防犯カメラの増設を行った。 
・印象に残るデザインとし、かつ周囲と調和するような色調を採用した。 

事 業 概 要 



事 業 位 置 図 
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郡山市 

福島県 

位置図 S=1:25,000 

◎郡山市役所 
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都市計画図(用途地域図) 

S=1:5,000 

郡山駅 
西口広場 

郡山駅東口広場 



断面図 

5 第31回全国街路事業コンクール応募資料 

W=4.5m 

昇降施設部平面図 

通路部断面図 
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郡山駅 
東口広場 

郡山駅 
西口広場 

路線全体の進捗状況 

郡山駅東西自由通路 
昭和59年度供用開始 

郡山駅東口整備事業 
通路部 L=60m W=4.5m 

建屋部 延床面積383.87㎡  

凡 例 

既設自由通路 

今回応募区間 

既設幹線道路 

駅 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 
第31回全国街路事業コンクール応募資料 

平成26年11月撮影 

事 業 前 写 真 

事 業 後 写 真 

平成27年9月撮影 平成27年9月撮影 

平成29年11月撮影 平成29年9月撮影 平成30年4月撮影 



利便性が向上したことにより、整備前に比べ、 

      郡山駅東口の利用者が増加しました。 

○通行量調査結果 

調査時間 ７時から１９時（１２時間） 

整備前(2015/9/16)   実測 5,168人 

一部供用後(2017/4/20) 実測 6,043人 （整備前比約２割増）  

整備完了後(2018/4/20) 実測 7,089人 （整備前比約４割増） 

 

 ※工事着手         2015/12/16 

  自由通路の供用開始    2017/3/30 

  周辺整備を含めた工事完了 2017/10/10 

郡山駅東口整備事業の事業効果アピール資料 
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利用者４割増 

すべての人が安全・安心に利用できるよう歩行支援施設（ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰ等）を設置した結果、 
整備前は利用できなかった車いす、ベビーカーでの利用者が 
多数みられるようになりました。 
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LED照明を採用したほか、自然採光の 

天窓を設置し、環境にも配慮しました。 

 防犯カメラ、防犯ブザーを設置し、 

 通行の安全を確保しました。  

郡山駅東口整備事業の事業効果アピール資料 
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郡山駅東口広場から高速バスが発着するようになりました。 

また、企業や学校の送迎バス乗り場としての利用も増加しており、 

駅とバス等の交通結節点の機能強化につながっております。 

スクールバス 企業バス 

高速バス 

１日往復20本（関東、関西方面へ） 

地域の活性化にも寄与しています。 



受賞歴・報道資料 
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2017/4/3福島建設工業新聞 2017/3/31福島民友新聞 

自由通路開通時報道 供用開始後報道 

2017/6/23福島民友新聞 
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